
 

 

No.1 第1６回 居住性能評価指針検討 WG 議事録（案） 

記録担当:新藤（法政大学） 

A. 日    時 2014 年 1 月 7 日（火曜日）18 時 00 分～20 時 00 分 

 

B. 場    所 本会会議室 

 

C. 出 席 者 松本他、計 8 名 

 

D. 提出資料 (提出委員名も記入して下さい) 

No.16-00：第 15 回居住性能評価指針検討 WG 議事録（案） 

No.16-01：第 32 回環境振動シンポジウム「居住性能ランク」 

No.16-02：鉛直振動の時間特性に関する資料 

No.16-03：木造大スパン床の歩行振動の居住性からみた評価方法 

No.16-04：居住性能評価指針検討 WG 資料 

 

E. 審議事項 

 1．議事録確認 

  資料 16-00「第 15 回居住性能評価指針検討 WG 議事メモ」について報告 

※ 前回委員会議事録内容の確認 

→ 承認された 

 

 2．議論 

A) 資料 16-01「第 32 回環境振動シンポジウム「居住性能ランク」」について報告 

※ アンケート調査について 

→ 居住性能評価指針の改定に向けて用途ごとに性能グレード（知覚確率のみならず「良い」「や

むを得ない」等の価値観）をアンケート調査 

→ 知覚確率のみならず、性能グレードを示すことによりさらに性能評価を提示しやすくするため

の資料 

→ 鉛直振動では、住宅・学校で振動あたりの評価グレードに差異が見られるが、水平振動では有

意差は見受けられなかった 

→ 標準・普遍性・アカデミック・性能評価・価値観等のキーワードをもとに議論が行われた 
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No.2 

B) 資料 16-02「鉛直振動の時間特性に関する資料」について報告 

※ 時間の重み付けについて 

→ 「不快度」等を評価する場合には時間の影響を加味したほうが評価にばらつきが少ない 

→ 「大きさ」の評価に関しては時間の影響が不快度等に比べて少ない可能性がある 

→ ただし、時間成分の重み付けの手法に関しては今後とも要検討 

 

C) 資料 16-03「木造大スパン床の歩行振動の居住性からみた評価方法」について報告 

※ 歩行に起因する床鉛直振動の評価について 

→ 「大きさ」等は振動レベルの最大値で評価可能で、「気になり」等は時間の影響を加味した方

が評価のばらつきが少なくなる傾向にある 

→ 資料 16-02 の報告と同様に時間成分の重み付けの手法に関しては今後とも要検討 

→ 歩行振動を対象とした場合には時定数 10msec が適するが、対象とする振動種類によって適す

る時定数は変化するので推奨する時定数の根拠等は指針に示しておく必要がある 

 

D) 資料 16-04「居住性能評価指針検討 WG 資料」について報告 

※ 床鉛直振動に対する振動評価の時間成分の影響について 

→ 振動の物理量を表す場合の時定数、および時間影響の考慮方法を検討 

→ ある程度（例えば 60dB）以上の振動が生じている時間を時間影響として振動の大きさに加算す

ると、評価値とのばらつきの低減が見られる 

 

 3．次回以降の課題 

※ これまでの活動内容のまとめ 

※ 次年度以降の活動計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

次回の当委員会は、2014 年 3 月 28 日（金曜日）17 時 30 分より本会会議室で開催します。 

資料を提出される方は、あらかじめ準備(15 部)されるか、もしくは 2 日前までに本小委員会のオンラ

インストレージまでアップロードお願いいたします。 


